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で、暴動にはならないと思う。国民全体に対して、宗教や民族の理解を深めるよう 教育をすべきだが、国民 知識が い方が扇動するのに容易なため、政府は国民に知識を与えな ままにしている。僧侶による説法会では、マレーシアやインドネシアが最初はイスラーム国家ではなかったの 、ムスリムがやってきて現地の人と結婚し、子供を生ませてムスリムを増やし、最終的にムスリム 国にしてまった、ムスリムはミャンマーも国家ごとのみ込んでイ ラーム
国
家
に
す
る
こ
と
を
企
て
て
い
る、という話をして怯えさせている。もしモスクでの礼拝の時に導師がこう った嘘の話をしたら、自分たちはこの導師をやめさせるが、仏教徒は話を信じてしまうためか、僧侶も檀家も何
も
い
わ
な
い。
（
も
ち
ろ
ん
仏
教
徒のなかにも反ムスリム運動おかしいという人もいる）知識のない人から話を聞き、そのまま信じるのは、自分たちの無知を認めるようなもので、恥ずかしい（三月一六日マンダレー市
内にて、Ｍさん、男性、医師）
。
　
これらの話はメイティーラでの
反
ム
ス
リ
ム
暴
動
直
前
の
も
の
で
あ
る。小競り合いは各地で多少みられたものの、大暴動にはならないだろうという意見が当時は多数を占
め
て
い
た。
し
か
し
予
想
は
覆
さ
れ、最初にみ よ に地方の町では暴動が発生し，仏教徒側にもムス
リ
ム
側
に
も
被
害
が
及
ぶ
こ
と
に
なった。ヤンゴンやマンダレーという大きな都市で暴動は発生していないものの、結果としてムスリムの感じていた不安が現実のものとなったのである。　
以上、いくつかの点から反ムス
リ
ム
暴
動
が
発
生
し
た
背
景
を
検
討
し、どういった現状にあるのかを明
ら
か
に
し
た。
多
く
の
要
因
が
関
わっており、また反ムスリム運動も継続していることから、今後しばらく、ムスリムは不安を感じながら暮らしていくことになるのではないだろうか。反ムス ム運動については今後も動きを追っていく必要があるが、同時に、ムによる相互理解の試み（モ クへの僧侶他宗教指導者招待、全宗教平和会議開催など）や、若年層
が活動の中心を担う平和組織の動きなども追っていく必要があるだろう。（さ
い
と
う
　
あ
や
こ
／
東
京
外
国
語
大
学他非常勤講師）《参考文献》①
 斎
藤
紋
子［
二
〇
一
二
］「
ミ
ャ
ン
マーにおける『バマー・ムスリム』概念の形成─一九三〇年代ナショナリズム高揚期を中心として─」
（『東南アジア─歴史と
文化─』四一巻、五─二九ページ）
。
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